日本ケアマネジメント学会　第19回研究大会
抄録用紙　＜一般口演（口頭・ポスター）用＞
必ず「執筆要領」をご確認の上作成してください。
※保存ファイル名は「発表者.doc（例：新潟一郎.doc）」としてください。

タイトル：
特別養護老人ホームにおける一時帰宅支援の方法と成果に関する研究
－施設に入所しても家族とのつながりを持ち続けるケアの方法－
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要旨：（300文字以内）
　施設入所した利用者の一時帰宅支援の方法として、本人・家族双方のアセスメントを行い、一時帰宅実現の阻害要因、促進要因を分析しつつ、家族と協働関係を構築しながら一時帰宅を実現していくことが整理できた。この取り組みは法人の理念によって支えられている。一時帰宅によって、入所者と家族のつながりが保ちつづけられ、それは利用者本人、家族双方に良い効果をもたらすことが明らかになった。





況によって一時帰宅支援の展開を考慮する。
ケアは本人の状態に応じて提供されるが、一時帰宅の希望がある利用者には、一時帰宅のために必要な事項がケアプランに位置づけられる。一時帰宅実施にあたって、家族の意向を把握するとともに、阻害要因（環境側、本人側）の克服と促進要因となる条件を整えながら働きかけを行う。
一時帰宅を実施するために、家族の力を補うとともに、家族と協働し、一時帰宅を実施していく。実施後は、帰園後の本人の様子の把握、家族の意向の把握を行っていく。こうした一時帰宅がうまく行くことによって、本人に対しても、家族に対しても成果が見られ、それが継続的な一時帰宅へとつながっていく。こうした取り組みを支えているのが「入所しても社会の一員」と考える法人の理念である。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


Ⅳ　考察及び結論
一時帰宅支援の方法は前述したとおりであり、利用者・家族に満足をもたらすものである（詳細は当日報告する）。











Ⅰ　研究目的
　施設入所した高齢者が家族とのつながりを保ちながら暮らし続けることを支援する方法の一つに「一時帰宅支援」がある。本研究では、①一時帰宅支援の方法、②一時帰宅支援がもたらす効果を明らかにすることを目的とする。
Ⅱ　研究方法
　2013年に、A県B市において介護保険事業等を展開するC社会福祉法人の3つの特別養護老人ホーム（D施設：定員64名、E施設：定員100名、F施設：定員95名）を調査協力機関とした。この3施設で取り組まれた一時帰宅支援事例28例について、各施設の生活相談員等から支援経過の提供を受けた。これらをデータとし、一時帰宅の支援に関する記述部分を抜き出し、その意味を考え、同様の性質を持つものをグループ化、カテゴリー化し、カテゴリー間の関係を考慮して図式化した。
さらに、職員の動きについて追加調査を行い、そのデータを先の調査のデータに統合した。この結果をDEF施設の職員（事例提供者）に提示し、メンバーチェックを行った。
　倫理的配慮としては、C法人に研究の趣旨を理解いただき、事例提供・発表について文書での了承を得た。また、個人が特定できないよう配慮した。
Ⅲ　研究結果
　一時帰宅支援は、利用者が入所する以前から始まる。施設側は利用者と家族に入所後も一時帰宅ができることを知らせる。そして、入所段階でのアセスメントにおいて利用者と家族のアセスメントを行い、把握した本人と家族の状
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演題番号
受付番号／受付日
／
↑この欄は事務局記入欄です（記載不要）
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